
   和歌山県立医科大学薬学部自己点検・評価委員会規程 

 

制  定 令和３年４月１日和医大規程第39-2号 

 （設置） 

第１条 和歌山県立医科大学薬学部（以下「本学部」という。）における教育、研究等の状況につい

て自ら点検及び評価（以下「自己点検・評価」という。）並びに結果の公表を行うため、薬学部自

己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

  （所掌事務） 

第２条 委員会は、本学部の次に掲げる事項を審議する。 

 (１) 自己点検・評価のための基本方針の策定に関すること。 

 (２) 自己点検・評価の分野及び項目に関すること。 

 (３) 自己点検・評価の実施に関すること。 

 (４) 自己点検・評価の結果の公表に関すること。 

 (５)  自己点検・評価結果に基づく改善策の策定に関すること。 

 (６) その他自己点検・評価に関すること。 

２ 委員会は、自己点検・評価の結果について、本学部教職員以外の者による検証を行うよう努めな

ければならない。 

 （組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

 (１) 薬学部長（以下「学部長」という。） 

 (２) 本学部の教員 ６名以内 

 (３) 薬学部事務室長 

２ 前項第２号の委員については、本学部の教授会の審議を経て学部長が任命する。 

３ 和歌山県立医科大学評価委員会委員が、薬学部教授会の構成員であるときは、前項の規定にか

かわらず、委員会に前項の規定に基づき選任された委員として加わるものとする。 

 （任期） 

第４条 委員（前条第１項第１号及び第３号に掲げる者を除く。次項において同じ。）の任期は、３

年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員長は、学部長をもって充て、副委員長は学部長が推薦し、教授会の審議を経てこれを定

める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

 （部会） 

第６条 委員会に専門的に調査及び点検・評価するため部会を置くものとし、学部内委員会等をもっ

て充てることができる。 

２ 部会は、調査及び点検・評価した結果を委員長に報告するものとする。 

３ 部会員は、委員会の議を経て学部長が任命する。 



４ 部会に部会長を置き、委員又は学部内委員長等をもって充てる。 

５ 部会長は、必要のつど部会を招集し、議長となる。 

６ 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長が指名する部会員がその職務を代行する。 

７ 部会は、必要と認めるときは、部会員以外の者に出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。 

 （会議の運営） 

第７条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

４ 議長が必要と認めたときは、委員会の議を経て委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

 （委員会の事務） 

第８条 委員会の庶務は、薬学部事務室において行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、部会の事務は学部内委員会の庶務を所管する所属又は当該部会が実施

する自己点検・評価の項目を所管する所属において処理する。 

 （雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 

   附 則 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 


